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１ 現状及び問題点 

現状 問題点 
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は割算なのだろうか。 

 

高校数学での定積分の定義は、区間  ,a b を n

等分し、
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の左辺と右辺とを比較し、表現にギャップがあっ

て、表記の妥当性が納得できない。 

 

大学（理工系）の数学において、たまに、

pdy qdx= 等の微分に使う d の一次式が出てく

る。 

高校数学においては、
dy

dx
等の分数形式の定義・

演算規則は学ぶが、一次形式は学ばない。当然

とまどいを感じるものである。 

 
 

２ ライプニッツの微分法の論文（１６８４年）の紹介 
論文の題名 

「極大・極小および接線の新方法、分数あるいは無理量によって妨げられないこれらの量の新式の計算」 

（１） a を定数、 ( )0,da d ax adx= =  

（２） y v= ならば、つまり曲線YY とVV に対する縦座標が

等しいならば、dy dv=  

（３）加法と減法、 
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（４）乗法、 ( )d xv xdv vdx= +  
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（６）極大・極小の判定は 0dv = 、曲線の凹凸は差の差であ

る 0ddv = の正負で定まる。 

（７） 変曲点の判定は 0ddv =  

 

                                         図 １ 

 

証明は、図１を使ったが、詳細は不明である。個人的な意見だが、この計算規則は「微小差の計算規則」と

解釈したほうがいいと思う。 
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３ 改善案 

 ライプニッツの功績から、下記のように提案する。 

 

項目 改善前 改善後 
解析学の論理

的流れ 

１ 微分の定義 

２ 積分の定義 
１ 微小差dxの定義、計算規則 

２ 微小差dxの割算により、微分を定義 

３ 微小差dxの積および総和により、積分の

定義 
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積分の定義 
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f x dx の意味 

微小差 dxと、区間 dx上の xでの ( )f x とを

掛算し、 a からb までの総和を求める。この

後、×と( )を省略する。 

 

追記： 

特に、この表現により、大学数学で出てくる、

たとえば、重積分の公式 
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ルベーグ積分
E

fd 、面積分 fdS
 等の

意味が簡単に理解できると思う。 
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